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刊行物の位置付け
刊行物 内 容 冊子 PDF HTML

統合報告書 詳細は本報告書の目次をご覧ください。 ●

会社要覧 当社の会社概要及び事業概要、中期経営計画や取組み、業績などについて掲載してい
ます。 ● ●

有価証券報告書
金融商品取引法に基づいて上場会社等が事業年度ごとに作成し、内閣総理大臣・上場
証券取引所に提出を義務付けられている報告書です。当社の財務状況に関する詳細は
こちらをご参照ください。

● ●

コーポレート・ガバナンスに 
関する報告書

「コーポレートガバナンス・コード」に従い、当社のコーポレート・ガバナンスの考え方
や体制などを記述しています。 ●

安全報告書 鉄道事業法により公表を義務付けられた報告書です。当社の安全に対する考え方や基
本方針、輸送の安全確保のための取組み及びその管理体制などを掲載しています。 ● ● ●

編集方針

2024年度より、東武グループにとって初となる「統合報告書」を発行いたします。作成にあたっては、東武グループのこれまで
の歩み・活動内容から、長期的な価値創造に向けた戦略や施策、財務・非財務情報まで、網羅的に報告することを心がけまし
た。編集にあたっては、IFRS財団が提唱する「国際統合報告フレームワーク」やGRI（Grobal Reporting Initiative）の「GRIス
タンダード」、経済産業省による「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」などを参考にしています。本報告書を通じて、
株主・投資家をはじめとする全てのステークホルダーの皆様に、東武グループについて深くご理解いただければ幸いです。
※  「東京スカイツリー」「スカイツリー」「東京スカイツリータウン」及び「スカイツリーライン」は東武鉄道（株）及び東武タワースカイツリー（株）の登録商標です。また、「東
京ソラマチ」「東京ミズマチ」及び「すみだリバーウォーク」は、東武鉄道（株）の登録商標です。

報告対象範囲

東武鉄道株式会社及びグループ会社

報告対象期間

2023年4月1日～2024年3月31日　ただし、一部については対象期間前後の情報も含んでいます。

発行時期

2024年12月

将来見通しに関する注意事項
本報告書に記載されている業績予測などの将来に関する記述は､東武鉄道及びグループ会社の事業に関連する業界動向や、国内及び諸外国の
経済状況、その他業績に影響を与える要因について、現時点で入手可能な情報に基づいた予想を前提としています。したがって、実際の業績は
経営環境などの変化に伴い､これら見通しとは異なる場合がありますことをご承知おきください。
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東武グループ経営理念

「奉仕」

「進取」

「和親」

東武グループでは、「奉仕」「進取」「和親」を
経営の拠り所としています。

東武グループは、東武グループの全ての事業が社会に支えられて
いることを深く自覚し、豊かな社会の実現に貢献します。

東武グループは、現状に甘んじることなく、常に研鑚に励み、
時代を切り開く開拓者精神をもって新たな挑戦を続けます。

東武グループは、人の和や環境との調和をもとに事業の発展と
従業員の幸福を図り、社会の進展に寄与します。
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東武グループ経営方針

　お客様の暮らしに密着した事業を通じて沿線地域の発展に貢

献する企業グループとして、安全・安心を根幹に「運輸」「レジャー」 

「不動産」「流通」等の事業を多角的、複合的に展開します。

　お客様の視点に立ち、質の高い先進性や独創性あふれるサービ

スを提供し、活力に富んだ暮らしやすく訪れたい東武沿線の実現を 

目指します。

　事業を通じて安定的に利益を創出しながら、環境にも配慮した経営を

進め、お客様の生活を担う企業グループとして地域社会とともに持続的

に発展することにより、企業の社会的責任を果たします。
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At a Glance

837百万人

1,775両

4,472千人

スコープ 1  129,255 t-CO2

スコープ 2  343,024 t-CO2

対象ガス：CO2、HFCs、SF6

※CO2：エネルギー起因によるもの

連結子会社68社
持分法適用会社3社

18,384人
（単体3,280人）

非財務情報

鉄道年間輸送人員

鉄道営業キロ数

鉄道車両数

東京スカイツリー
年間入場者数

GHG排出量

グループ会社数

従業員数

635,964
百万円

5.9倍

73,883
百万円

23.6%

48,164
百万円

9.5%

財務情報

東武グループの概要
(2024年3月31日現在）

営業収益

有利子負債／EBITDA倍率

営業利益

 配当性向

親会社株主に帰属する 
当期純利益

ROE

463.3km

　東武鉄道は1897年の創立以来、1都4県463.3㎞に広がる鉄道ネットワークに加え、お客様の暮らしに密着した事業を通じて
沿線地域の発展に貢献する企業グループとして、安全・安心を根幹に「運輸」「レジャー」「不動産」「流通」等の事業を多角的、
複合的に展開しています。
　沿線には、山岳、湖沼、湿原などの自然美があふれる日光国立公園をはじめ、年間3,000万人の観光客が訪れる浅草・東京
スカイツリーエリア、小江戸情緒あふれる川越エリアなど、国際観光地や交通アクセスが至便な観光資源があります。今後も事
業を推進していくことで沿線価値の向上と、東武グループの持続的な成長を目指していきます。
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とうきょうスカイツリー
TOKYO SKYTREE

浅草
Asakusa

東武スカイツリーライン
TOBU SKYTREE Line

日光線
Nikko Line

東武日光
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東武鉄道各路線　Tobu Railway lines

他社線・新幹線　Other railway and Shinkansen lines
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中禅寺湖（日光）

時の鐘（川越）
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